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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信制御方法であって、
　第1のユーザ機器によって、第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受
信するステップと、
　前記第1のメッセージの受信電力を取得するステップと、
　前記第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステップと、
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報および前記第1のメッセージの前記受信
電力に従って経路損失値を得るステップと、
　前記経路損失値に従って直接通信を前記第1のユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間
で許可するかどうかを決定するステップとを含み、
　前記電力パラメータ情報は、前記第1のメッセージを送信するための時間リソース、周
波数リソース、または符号語リソースによって指示される、方法。
【請求項２】
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報は、送信電力範囲または前記第2のユー
ザ機器の電力クラスであり、
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報および前記第1のメッセージの前記受信
電力に従って経路損失値を得るステップは、
　前記送信電力範囲または前記第2のユーザ機器の前記電力クラスに従って前記第2のユー
ザ機器の最大送信電力値を決定するステップと、
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　前記経路損失値を得るために前記第2のユーザ機器の前記最大送信電力値および前記第1
のメッセージの受信電力値に従って計算を実行するステップとを含む、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報は、前記第1のメッセージの送信電力値
であり、
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報および前記第1のメッセージの前記受信
電力に従って経路損失値を得るステップは、
　前記経路損失値を得るために前記第2のユーザ機器の前記送信電力値および前記第1のメ
ッセージの受信電力値に従って計算を実行するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記経路損失値に従って直接通信を前記第1のユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間
で許可するかどうかを決定するステップは、
　前記経路損失値が第1の閾値未満の場合には、前記第1のユーザ機器と前記第2のユーザ
機器との間の直接通信を許可するステップと、
　前記経路損失値が前記第1の閾値より大きい場合には、前記第1のユーザ機器と前記第2
のユーザ機器との間の直接通信を禁止するステップとを含む、請求項1から3のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記経路損失値に従って直接通信を前記第1のユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間
で許可するかどうかを決定するステップの前に、方法は、
　ネットワークサーバによって送信された第1の閾値であって、前記ネットワークサーバ
は、発展型ノードB、基地局、サービングゲートウェイ、パケットゲートウェイ、無線ネ
ットワーク制御装置、またはコアネットワーク要素を含む、第1の閾値を受信するステッ
プ、または
　第3のユーザ機器によって送信された第1の閾値であって、前記第3のユーザ機器は、ク
ラスタヘッドまたはワイヤレス・フィディリティホットスポットデバイスを含む、第1の
閾値を受信するステップをさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　通信制御方法であって、
　第2のユーザ機器によって、第1のメッセージを第1のユーザ機器に送信するステップで
あって、前記第1のメッセージを送信するための時間リソース、周波数リソース、または
符号語リソースは、前記第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を指示し、前記電力パラ
メータ情報は、前記第1のメッセージの受信電力および前記第2のユーザ機器の前記電力パ
ラメータ情報に従って経路損失値を得て、前記経路損失値に従って直接通信を前記第1の
ユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間で許可するかどうかを決定するために、前記第1
のユーザ機器によって使用される、ステップを含む、方法。
【請求項７】
　前記第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ、ページン
グ応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージを含む、請求項6に記
載の方法。
【請求項８】
　第2のユーザ機器との通信を実行するユーザ機器であって、
　前記第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受信するように構成される
、第1の受信ユニットと、
　前記第1のメッセージの受信電力を取得するように構成される、第1の取得ユニットと、
　前記第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するように構成される、第2の取得ユ
ニットと、
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報および前記第1のメッセージの前記受信
電力に従って経路損失値を得るように構成される、第3の取得ユニットと、
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　前記経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間で許
可するかどうかを決定するように構成される、第1の決定ユニットとを備え、
　前記電力パラメータ情報は、前記第1のメッセージを送信するための時間リソース、周
波数リソース、または符号語リソースによって指示される、ユーザ機器。
【請求項９】
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報は、送信電力範囲または前記第2のユー
ザ機器の電力クラスであり、前記第3の取得ユニットは、前記送信電力範囲または前記第2
のユーザ機器の前記電力クラスに従って前記第2のユーザ機器の最大送信電力値を決定し
て、前記経路損失値を得るために前記第2のユーザ機器の最前記大送信電力値および前記
第1のメッセージの受信電力値に従って計算を実行するように特に構成される、請求項8に
記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記第2のユーザ機器の前記電力パラメータ情報は、前記第1のメッセージの送信電力値
であり、前記第3の取得ユニットは、前記経路損失値を得るために前記第2のユーザ機器の
前記送信電力値および前記第1のメッセージの受信電力値に従って計算を実行するように
特に構成される、請求項8に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　前記第1の決定ユニットは、前記経路損失値が第1の閾値未満の場合には、前記ユーザ機
器と前記第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、前記経路損失値が前記第1の閾値よ
り大きい場合には、前記ユーザ機器と前記第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止する
ように特に構成される、請求項8から10のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　ネットワークサーバによって送信された第1の閾値であって、前記ネットワークサーバ
は、発展型ノードB、基地局、サービングゲートウェイ、パケットゲートウェイ、無線ネ
ットワーク制御装置、またはコアネットワーク要素を含む、第1の閾値を受信するように
構成される、または第3のユーザ機器によって送信された第1の閾値であって、前記第3の
ユーザ機器は、クラスタヘッドまたはワイヤレス・フィディリティホットスポットデバイ
スを含む、第1の閾値を受信するように構成される、第3の受信ユニットをさらに備える、
請求項11に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　第1のユーザ機器との通信を実行するユーザ機器であって、
　第1のメッセージを前記第1のユーザ機器に送信するように構成される第1の送信ユニッ
トであって、前記第1のメッセージを送信するための時間リソース、周波数リソース、ま
たは符号語リソースは、前記ユーザ機器の電力パラメータ情報を指示し、前記電力パラメ
ータ情報は、前記第1のメッセージの受信電力および前記ユーザ機器の前記電力パラメー
タ情報に従って経路損失値を得て、前記経路損失値に従って前記第1のユーザ機器と前記
ユーザ機器との間で直接通信を許可するかどうかを決定するために、前記第1のユーザ機
器によって使用される、第1の送信ユニットを備える、ユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、および具体的には、通信接続を確立するための通信
制御方法、ユーザ機器、ネットワークサーバ、およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の商用モバイル通信ネットワークにおいては、ユーザ機器のユーザは、基地局など
のネットワークサーバを使用して、スケジューリングおよび信号送信を実行し、別のユー
ザ機器のユーザとの接続を確立している。モバイル通信ネットワークの進化プロセスにお
いて、公共セキュリティネットワークおよびロケーションベース・ソーシャルネットワー
クなどのいくつかのネットワーク環境に関して、デバイス間近接サービスの設計要件(Dev
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ice to Device Proximity Service、D2D ProSe)が提案されている。D2D ProSeは、ユーザ
機器間の直接通信をサポートしている、すなわち、ユーザ機器間の通信が関連ユーザ機器
間で直接生じて、サードパーティノードがソースとシンクとの間のデータ通信に関与して
いない。D2D ProSeは、公共セキュリティネットワークおよびソーシャルネットワークの
通信要件を満たし得る。
【０００３】
　D2D ProSeにおいて、通信接続は、基地局のスケジューリング、転送、および制御を必
要とすることなく、通信に関してユーザ機器間で直接確立され得る。したがって、D2D Pr
oSeにはユーザ機器間の直接通信についての制御が存在していない。直接通信サービスが
十分な通信条件を満たしていないユーザ機器間で実行された場合には、直接通信の品質は
、相対的に不十分となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　通信制御方法、ユーザ機器、ネットワークサーバ、およびシステムを、D2D ProSeには
直接通信についての制御が存在していないという課題を解決するために、本明細書に提供
している。
【０００５】
　第1の態様によれば、通信制御方法を提供しており、通信制御方法は、
　第1のユーザ機器によって、第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受
信するステップと、
　第1のメッセージの受信電力を取得するステップと、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステップと、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路
損失値を得るステップと、
　経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するか
どうかを決定するステップとを含む。
【０００６】
　第1の態様の第1の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報
を取得するステップは、
　第1のメッセージによって、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送するステップ
と、
　第1のメッセージで第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステップとを含む
。
【０００７】
　第1の態様の第2の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報
を取得するステップは、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送する第2のメッセージを受信するステップ
と、
　第2のメッセージで搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステッ
プとを含む。
【０００８】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2の可能な実施形態に準拠している、第3
の可能な実施形態においては、経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユ
ーザ機器との間で許可するかどうかを決定するステップは、
　経路損失値が第1の閾値未満の場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間の
直接通信を許可するステップと、
　経路損失値が第1の閾値より大きい場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との
間の直接通信を禁止するステップとを含む。
【０００９】
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　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第4の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、第
2のユーザ機器の送信電力値であり、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路
損失値を得るステップは、
　経路損失値を得るために第2のユーザ機器の送信電力値および第1のメッセージの受信電
力値に従って計算を実行するステップを含む。
【００１０】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第5の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、送
信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスであり、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路
損失値を得るステップは、
　送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスに従って第2のユーザ機器の最大送信
電力値を決定するステップと、
　経路損失値を得るために第2のユーザ機器の最大送信電力値および第1のメッセージの受
信電力値に従って計算を実行するステップとを含む。
【００１１】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5の
可能な実施形態に準拠している、第6の可能な実施形態においては、直接通信を第1のユー
ザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどうかを決定するステップの前に、方法は
、
　ネットワークサーバによって送信された第1の閾値であって、ネットワークサーバは、
発展型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウ
ェイServing Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装
置Radio Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、第1の閾値を受信す
るステップ、または
　第3のユーザ機器によって送信された第1の閾値であって、第3のユーザ機器は、クラス
タヘッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWireless Fidelityホットスポ
ットデバイスを含む、第1の閾値を受信するステップをさらに含む。
【００１２】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5の
可能な実施形態に準拠している、第7の可能な実施形態においては、第1の閾値は、第1の
ユーザ機器に事前に記憶されている。
【００１３】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5も
しくは第6もしくは第7の可能な実施形態に準拠している、第8の可能な実施形態において
は、第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ、ページング
応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージを含む。
【００１４】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5も
しくは第6もしくは第7もしくは第8の可能な実施形態に準拠している、第9の可能な実施形
態においては、電力パラメータ情報は、第1のメッセージまたは第2のメッセージを送信す
るための時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによって指示される。
【００１５】
　第2の態様によれば、別の通信制御方法を提供しており、別の通信制御方法は、
　第2のユーザ機器によって、第1のメッセージを第1のユーザ機器に送信するステップで
あって、第1のメッセージは、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送し、電力パラ
メータ情報は、第1のメッセージの受信電力および第2のユーザ機器の電力パラメータ情報
に従って経路損失値を得て、経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユー
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ザ機器との間で許可するかどうかを決定するために使用される、ステップを含む。
【００１６】
　第1の態様の第1の可能な実施形態においては、第1のメッセージは、ディスカバリメッ
セージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、また
はテストメッセージを含む。
【００１７】
　第3の態様によれば、第2のユーザ機器との通信を実行するユーザ機器を提供しており、
ユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受信するように構成される、第
1の受信ユニットと、
　第1のメッセージの受信電力を取得するように構成される、第1の取得ユニットと、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するように構成される、第2の取得ユニッ
トと、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路
損失値を得るように構成される、第3の取得ユニットと、
　経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するか
どうかを決定するように構成される、第1の決定ユニットとを備える。
【００１８】
　第3の態様の第1の可能な実施形態においては、第1のメッセージは、第2のユーザ機器の
電力パラメータ情報を搬送し、第2の取得ユニットは、第1のメッセージで搬送される第2
のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するように構成される。
【００１９】
　第3の態様の第2の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、第2のユーザ機器の電力
パラメータ情報を搬送する第2のメッセージを受信するように構成される、第2の受信ユニ
ットをさらに備え、第2の取得ユニットは、第2のメッセージで搬送される第2のユーザ機
器の電力パラメータ情報を取得するように構成される。
【００２０】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2の可能な実施形態に準拠している、第3
の可能な実施形態においては、第1の決定ユニットは、経路損失値が第1の閾値未満の場合
には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、経路損失値が第1の閾値
より大きい場合には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止するように
特に構成される。
【００２１】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第4の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、第
2のユーザ機器の送信電力値であり、第3の取得ユニットは、経路損失値を得るために第2
のユーザ機器の送信電力値および第1のメッセージの受信電力値に従って計算を実行する
ように特に構成される。
【００２２】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第5の可能な実施形態においては、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、送
信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスであり、第3の取得ユニットは、送信電力
範囲または第2のユーザ機器の電力クラスに従って第2のユーザ機器の最大送信電力値を決
定して、経路損失値を得るために第2のユーザ機器の最大送信電力値および第1のメッセー
ジの受信電力値に従って計算を実行するように特に構成される。
【００２３】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5の
可能な実施形態に準拠している、第6の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、ネッ
トワークサーバによって送信された第1の閾値であって、ネットワークサーバは、発展型
ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェイSe
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rving Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置Radio
 Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、第1の閾値を受信するように
構成される、または第3のユーザ機器によって送信された第1の閾値であって、第3のユー
ザ機器は、クラスタヘッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWireless Fid
elityホットスポットデバイスを含む、第1の閾値を受信するように構成される、第3の受
信ユニットをさらに備える。
【００２４】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5の
可能な実施形態に準拠している、第7の可能な実施形態においては、第1の閾値を事前に記
憶するように構成される第1のストレージユニットをさらに備える。
【００２５】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5も
しくは第6もしくは第7の可能な実施形態に準拠している、第8の可能な実施形態において
は、第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ、ページング
応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージを含む。
【００２６】
　第3の態様、または第3の態様の第1もしくは第2もしくは第3もしくは第4もしくは第5も
しくは第6もしくは第7もしくは第8の可能な実施形態に準拠している、第9の可能な実施形
態においては、電力パラメータ情報は、第1のメッセージまたは第2のメッセージを送信す
るための時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによって指示される。
【００２７】
　第4の態様によれば、第1のユーザ機器との通信を実行する別のユーザ機器を提供してお
り、別のユーザ機器は、
　第1のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第1の送信ユニット
であって、第1のメッセージは、ユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送し、電力パラメ
ータ情報は、第1のメッセージの受信電力およびユーザ機器の電力パラメータ情報に従っ
て経路損失値を得て、経路損失値に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直接通
信を許可するかどうかを決定するために使用される、第1の送信ユニットを備える。
【００２８】
　第4の態様の第1の可能な実施形態においては、第1のメッセージは、ディスカバリメッ
セージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、また
はテストメッセージを含む。
【００２９】
　第5の態様によれば、システムを提供しており、第3の態様のユーザ機器と、第4の態様
のユーザ機器とを備える。
【００３０】
　第5の態様の第1の可能な実施形態においては、第1の閾値を第3のユーザ機器に送信する
ように構成されるネットワークサーバをさらに備え、ネットワークサーバは、発展型ノー
ドB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェイServin
g Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置Radio Net
work Controller、またはコアネットワーク要素を含む。
【００３１】
　前述のユーザ機器の通信制御方法、ユーザ機器、ネットワークサーバ、およびシステム
によれば、メッセージおよびメッセージの受信電力を送信するユーザ機器の電力パラメー
タ情報を使用して経路損失値を得て、そして、経路損失値に従ってユーザ機器間の直接通
信を許可するかどうかを決定する。このことは、ユーザ機器間の直接通信についての管理
および制御を実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および不要なシグナリングインタ
ワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失
を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サ
ービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最適化もしてい
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る。
【００３２】
　第6の態様によれば、通信制御方法を提供しており、通信制御方法は、
　第1のユーザ機器によって、第2のユーザ機器によって送信された第3のメッセージであ
って、第2のユーザ機器の電力クラスを搬送する、第3のメッセージを受信するステップと
、
　第1のユーザ機器の電力クラスおよび第2のユーザ機器の電力クラスに従って、直接通信
のルールであって、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定する、ルールを照合す
るステップと、
　照合の結果に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するか
どうかを決定するステップとを含む。
【００３３】
　第6の態様の第1の可能な実施形態においては、直接通信のルールを照合する前に、方法
は、
　ネットワークサーバによって送信されたルールであって、ネットワークサーバは、発展
型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェイ
Serving Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置Rad
io Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、ルールを受信するステッ
プ、または
　第3のユーザ機器によって送信されたルールであって、第3のユーザ機器は、クラスタヘ
ッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWireless Fidelityホットスポット
デバイスを含む、ルールを受信するステップをさらに含む。
【００３４】
　第6の態様の第2の可能な実施形態においては、ルールは、第1のユーザ機器に事前に記
憶されている。
【００３５】
　第6の態様、または第6の態様の第1もしくは第2の可能な実施形態に準拠している、第3
の可能な実施形態においては、第3のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページン
グメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセー
ジを含む。
【００３６】
　第1の態様、または第1の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第4の可能な実施形態においては、電力クラスは、第3のメッセージを送信するた
めの時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによって指示される。
【００３７】
　第7の態様によれば、別の通信制御方法を提供しており、別の通信制御方法は、
　第2のユーザ機器によって、第3のメッセージであって、第2のユーザ機器の電力パラメ
ータ情報を搬送する、第3のメッセージを第1のユーザ機器に送信するステップであって、
電力パラメータ情報は、第3のメッセージの受信電力および第2のユーザ機器の電力パラメ
ータ情報に従って経路損失値を得て、経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と
第2のユーザ機器との間で許可するかどうかを決定するために使用される、ステップを含
む。
【００３８】
　第7の態様の第1の可能な実施形態においては、第3のメッセージは、ディスカバリメッ
セージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、また
はテストメッセージを含む。
【００３９】
　第8の態様によれば、第2のユーザ機器との通信を実行する別のユーザ機器を提供してお
り、別のユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第3のメッセージであって、第2のユーザ機器の電
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力クラスを搬送する、第3のメッセージを受信するように構成される、第4の受信ユニット
と、
　ユーザ機器の電力クラスおよび第2のユーザ機器の電力クラスに従って、直接通信のル
ールであって、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定する、ルールを照合するよ
うに構成される、照合ユニットと、
　照合の結果に従ってユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許可するかどう
かを決定するように構成される、第2の決定ユニットとを備える。
【００４０】
　第8の態様の第1の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、
　ネットワークサーバによって送信されたルールであって、ネットワークサーバは、発展
型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェイ
Serving Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置Rad
io Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、ルールを受信するように
構成される、または第3のユーザ機器によって送信されたルールであって、第3のユーザ機
器は、クラスタヘッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWireless Fidelit
yホットスポットデバイスを含む、ルールを受信するように構成される、第5の受信ユニッ
トをさらに備える。
【００４１】
　第8の態様の第2の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、
　ルールを事前に記憶するように構成される、第2のストレージユニットをさらに備える
。
【００４２】
　第8の態様、または第8の態様の第1もしくは第2の可能な実施形態に準拠している、第3
の可能な実施形態においては、第3のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページン
グメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセー
ジを含む。
【００４３】
　第8の態様、または第8の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠し
ている、第4の可能な実施形態においては、電力クラスは、第1のメッセージを送信するた
めの時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによって指示される。
【００４４】
　第9の態様によれば、第1のユーザ機器との通信を実行する別のユーザ機器を提供してお
り、別のユーザ機器は、
　第3のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第2の送信ユニット
であって、第3のメッセージは、ユーザ機器の電力クラスを搬送し、電力クラスは、第1の
ユーザ機器の電力クラスおよびユーザ機器の電力クラスに従って直接通信のルールを照合
して、照合の結果に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直接通信を許可するか
どうかを決定するために使用される、第2の送信ユニットを備える。
【００４５】
　第9の態様の第1の可能な実施形態においては、第3のメッセージは、ディスカバリメッ
セージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、また
はテストメッセージを含む。
【００４６】
　第10の態様によれば、システムを提供しており、第8の態様のユーザ機器と、第9の態様
のユーザ機器とを備える。
【００４７】
　第10の態様の第1の可能な実施形態においては、ルールを第8の態様のユーザ機器に送信
するように構成されるネットワークサーバをさらに備え、ネットワークサーバは、発展型
ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェイSe
rving Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置Radio
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 Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む。
【００４８】
　前述のユーザ機器の通信制御方法、ユーザ機器、ネットワークサーバ、およびシステム
によれば、ユーザ機器の電力パラメータクラスと直接通信を確立することについてのルー
ルとを照合することによって、ユーザ機器間で直接通信を許可するかどうかを決定する。
このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理および制御を実施して、ユーザ機器が
不十分な直接通信サービスおよび不要なシグナリングインタワーキングを実行することを
防止し、ユーザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、
不十分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネッ
トワーク環境を最適化もしている。
【００４９】
　第11の態様によれば、別の通信制御方法を提供しており、別の通信制御方法は、
　第1のユーザ機器によって、第2のユーザ機器によって送信された第4のメッセージを受
信するステップと、
　第4のメッセージの受信電力を取得するステップと、
　第4のメッセージの受信電力に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器と
の間で許可するかどうかを決定するステップとを含む。
【００５０】
　第11の態様の第1の可能な実施形態においては、第4のメッセージの受信電力に従って直
接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどうかを決定するステッ
プは、
　受信電力が第2の閾値より大きい場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
の直接通信を許可するステップと、
　受信電力が第2の閾値未満の場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直
接通信を禁止するステップとを含む。
【００５１】
　第11の態様、または第11の態様の第1の可能な実施形態に準拠している、第11の態様の
第2の可能な実施形態においては、直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で許可するかどうかを決定するステップの前に、方法は、
　ネットワークサーバによって送信された第2の閾値であって、ネットワークサーバは、
発展型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウ
ェイServing Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装
置Radio Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、第2の閾値を受信す
るステップ、または
　第3のユーザ機器によって送信された第2の閾値であって、第3のユーザ機器は、クラス
タヘッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWireless Fidelityホットスポ
ットデバイスを含む、第2の閾値を受信するステップをさらに含む。
【００５２】
　第11の態様、または第11の態様の第1の可能な実施形態に準拠している、第11の態様の
第3の可能な実施形態においては、第2の閾値は、第1のユーザ機器に事前に記憶されてい
る。
【００５３】
　第11の態様、または第11の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠
している、第11の態様の第4の可能な実施形態においては、第4のメッセージは、ディスカ
バリメッセージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセー
ジ、またはテストメッセージを含む。
【００５４】
　第12の態様によれば、第2のユーザ機器との通信を実行する別のユーザ機器を提供して
おり、別のユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第4のメッセージを受信するように構成される、第
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6の受信ユニットと、
　第4のメッセージの受信電力を取得するように構成される、第4の取得ユニットと、
　第4のメッセージの受信電力に従ってユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を
許可するかどうかを決定するように構成される、第3の決定ユニットとを備える。
【００５５】
　第12の態様の第1の可能な実施形態においては、第3の決定ユニットは、受信電力が第2
の閾値より大きい場合には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、
受信電力が第2の閾値未満の場合には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を
禁止するように特に構成される。
【００５６】
　第12の態様、または第12の態様の第1の可能な実施形態に準拠している、第11の態様の
第2の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、
　ネットワークサーバによって送信された第2の閾値であって、ネットワークサーバは、
発展型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウ
ェイServing Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装
置Radio Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む、第2の閾値を受信す
るように構成される、または第3のユーザ機器によって送信された第2の閾値であって、第
3のユーザ機器は、クラスタヘッドCluster headまたはワイヤレス・フィディリティWirel
ess Fidelityホットスポットデバイスを含む、第2の閾値を受信するように構成される、
第7の受信ユニットをさらに備える。
【００５７】
　第12の態様、または第12の態様の第1の可能な実施形態に準拠している、第11の態様の
第3の可能な実施形態においては、ユーザ機器は、
　第2の閾値を事前に記憶するように構成される、第3のストレージユニットをさらに備え
る。
【００５８】
　第12の態様、または第12の態様の第1もしくは第2もしくは第3の可能な実施形態に準拠
している、第11の態様の第4の可能な実施形態においては、第4のメッセージは、ディスカ
バリメッセージ、ページングメッセージ、ページング応答メッセージ、サービスメッセー
ジ、またはテストメッセージを含む。
【００５９】
　第13の態様によれば、システムを提供しており、ユーザ機器と、第12の態様の第2のユ
ーザ機器とを備え、第2のユーザ機器は、第4のメッセージを第12の態様のユーザ機器に送
信するように構成される。
【００６０】
　第13の態様の第1の可能な実施形態においては、第2の閾値を第12の態様のユーザ機器に
送信するように構成されるネットワークサーバをさらに備え、ネットワークサーバは、発
展型ノードB Evolved Node B、基地局Base Transceiver Station、サービングゲートウェ
イServing Gateway、パケットゲートウェイPacket Gateway、無線ネットワーク制御装置R
adio Network Controller、またはコアネットワーク要素を含む。
【００６１】
　前述のユーザ機器の通信制御方法、ユーザ機器、ネットワークサーバ、およびシステム
によれば、メッセージの受信電力を使用して、ユーザ機器間で直接通信を許可するかどう
かを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理および制御を実施して
、ユーザ機器が不十分なメッセージ受信電力および不要なシグナリングインタワーキング
をともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失を低減する
ことを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービスが別
の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【００６２】
　前述の解決手法または別の解決手法は、以下の実施形態の記載内容から得ることができ
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るまたは得られる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施形態に開示している、直接通信を確立するためのシグナリングの概
略図である。
【図２】本発明の実施形態に開示している、直接通信を確立するためのシグナリングの別
の概略図である。
【図３】本発明の実施形態に開示している、直接通信を確立するためのシグナリングのさ
らに別の概略図である。
【図４】本発明の実施形態に開示している、直接通信を確立するためのシグナリングのさ
らに別の概略図である。
【図５】本発明の実施形態に開示している、通信制御方法の概略フローチャートである。
【図６ａ】本発明の実施形態に開示している、通信制御方法のシグナリングの概略図であ
る。
【図６ｂ】本発明の実施形態に開示している、別の通信制御方法のシグナリングの概略図
である。
【図７】本発明の実施形態に開示している、通信制御方法の概略フローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に開示している、通信制御方法の概略フローチャートである。
【図９】本発明の実施形態に開示している、ユーザ機器の概略構造図である。
【図９ａ】本発明の実施形態に開示している、別のユーザ機器の概略構造図である。
【図１０】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１１】本発明の実施形態に開示している、システムの概略図である。
【図１２】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１３】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１４】本発明の実施形態に開示している、別のシステムの概略図である。
【図１５】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１５ａ】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図であ
る。
【図１６】本発明の実施形態に開示している、さらに別のシステムの概略図である。
【図１７】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１８】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図１９】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図２０】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図である
。
【図２１】本発明の実施形態に開示している、さらに別のユーザ機器の概略構造図。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
　本発明の目的、技術的解決手法、および利点をより理解してもらうために、特定の本発
明の実施形態を、添付の図面を参照して、詳細に以下にさらに記載する。本発明を完全に
理解するために、複数の特定の詳細を以下の詳細な説明に記載する。しかしながら、これ
らの詳細が本発明の実施形態に関して必要となり得ないことを、当業者は理解すべきであ
ろう。他の例示においては、周知の方法、プロセス、コンポーネント、回路などは、実施
形態との不要な混同を避けるために、詳細に記載していない。記載した実施形態が本発明
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の実施形態のすべてではなくむしろ一部であることは明らかであろう。創造的努力なしに
本発明の実施形態に基づいて当業者によって得られる他の実施形態のすべては、本発明の
保護範囲に含まれるものとする。
【００６５】
　まず、本発明の実施形態に記載のユーザ機器は、限定するわけではないが、スマートフ
ォン、タブレットコンピュータ、スマート電化製品、全地球測位システム(Global Positi
on System、GPS)デバイス、ワイヤレス・フィディリティ(Wireless Fidelity、Wi-Fi)ホ
ットスポットデバイス、無線インターネットアクセスデバイス、スマートグラス、スマー
トウォッチ、別のウェアラブルスマートデバイスなどを含むことに留意されたい。いくつ
かの実施形態は、記載に関する例として、LTEネットワークを使用している。しかしなが
ら、本発明は、ロング・ターム・エボリューション(Long Term Evolution、LTE)ネットワ
ークに適用され得るだけでなく、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケ
ーションズ(Global System for Mobile Communications、GSM(登録商標))、GSM(登録商標
)進化型高速データレート(Enhanced Data rate for GSM Evolution、EDGE)、Wi-MAX (802
.16)、広帯域符号分割多元接続(Wideband Code Division Multiple Access、WCDMA(登録
商標))、時分割多元接続(Time Division Multiple Access、TDMA)、符号分割多元接続(Co
de Division Multiple Access、CDMA)、Wi-Fi、ブルートゥースBluetooth(登録商標)、Zi
g-bee、802.15、VoIP、ショートメッセージサービス(Short Message Service、SMS)、ま
たはアプリケーションの公開日前のまだ開発または決定されていない通信プロトコルを含
む別の適切な通信プロトコルまたは技術などの、複数の通信の標準、プロトコル、および
技術のうちのいずれか1つを使用し得る。一方、実施形態のネットワークは、インターネ
ット、1つまたは複数の内部ネットワーク、ローカルエリアネットワーク(LAN)、ワイドエ
リアネットワーク(WLAN)、ストレージエリアネットワーク(SAN)など、または適切なその
組合せであってもよい。
【００６６】
　以下に記載のいくつかの手続きにおいては、特定のシーケンスで実行される複数の処理
を含んでいる。しかしながら、これらの処理は、本明細書に記載のシーケンスで実行され
なくてもよいし、または並列して実行されてもよいことを明確に理解すべきであろう。10
1または102などの処理のシーケンス番号は単に各処理を区別するために使用されているに
すぎず、シーケンス番号自身は如何なる実行シーケンスも表していない。加えて、これら
の手続きは、より多くまたはより少ない処理を含んでいてもよいし、およびこれらの処理
は、逐次的にまたは並列して実行されてもよい。
【００６７】
　「第1の」または「第2の」などの本明細書の記載は異なるメッセージ、デバイス、モジ
ュールなどを区別するために使用されており、シーケンスを表したり、「第1の」および
「第2の」が異なるタイプであるという限定を強要したりしているわけではないことに留
意されたい。本明細書に記載の「場合には」は、ある条件または状態を満たすことを表し
ており、「ときに」、「条件を満たした後に」、および「決定が確立した」などの意味を
含む。「メッセージ」は、いくつかの情報を搬送するためのキャリアであり、シグナリン
グ、通信信号、およびデータメッセージなどの複数の形式を含む。
【００６８】
　本明細書における直接通信に関して、直接通信がユーザ機器間で実行される場合には、
あるユーザ機器は、基地局またはサードパーティノードの転送および制御を必要とするこ
となく、メッセージを別のユーザ機器に直接送信する。
【００６９】
　ユーザ機器間の直接通信接続は、以下の様式で確立され得る。
【００７０】
　図1に示しているように、ユーザ機器間の直接通信を確立する様式を提供している。
【００７１】
　101. 第1のユーザ機器がディスカバリメッセージ(discovery message)を第2のユーザ機
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器から受信する。
【００７２】
　ディスカバリメッセージは、信号範囲内の第2のユーザ機器によるブロードキャストさ
れてもよいし、第1のユーザ機器は、第2のユーザ機器の送信信号範囲内でディスカバリメ
ッセージを受信してもよい。
【００７３】
　102. 第1のユーザ機器がページングメッセージ(paging message)を第2のユーザ機器に
送信する。
【００７４】
　第2のユーザ機器との直接通信接続を確立することが許可される場合には、第1のユーザ
機器は、受信したディスカバリメッセージに従ってページングメッセージを第2のユーザ
機器に送信する。
【００７５】
　103. 第2のユーザ機器がページング応答メッセージ(paging response message)を第1の
ユーザ機器に送信する。
【００７６】
　104. 第1のユーザ機器が第2のユーザ機器との直接通信接続を確立して、直接通信を実
行する。
【００７７】
　図2に示しているように、ユーザ機器間の直接通信を確立する別の様式を提供している
。
【００７８】
　201. 第1のユーザ機器がページングメッセージ(paging message)を第2のユーザ機器に
送信する。
【００７９】
　202. 第2のユーザ機器がページング応答メッセージ(paging response message)を第1の
ユーザ機器に送信する。
【００８０】
　203. 第1のユーザ機器が第2のユーザ機器との直接通信接続を確立して、直接通信を実
行する。
【００８１】
　いくつかの特定の状況においては、第2のユーザ機器が第1のユーザ機器に対して既知で
ある場合には、または第2のユーザ機器および第1のユーザ機器が直接通信接続を確立して
いた場合には、直接通信を確立する前回の様式と比較すれば、第1のユーザ機器は第2のユ
ーザ機器によって送信されたディスカバリメッセージを受信する必要はない、すなわち、
第1のユーザ機器は第2の機器に対するページングメッセージを開始して直接通信接続を確
立してもよい。
【００８２】
　図3に示しているように、ユーザ機器間の直接通信を確立するさらに別の様式を提供し
ている。
【００８３】
　301. 第1のユーザ機器がディスカバリメッセージ(discovery message)を第2のユーザ機
器から受信する。
【００８４】
　302. 第1のユーザ機器が第1のサーバに、第2のユーザ機器に対する直接通信要求を送信
する。
【００８５】
　303. 第1のサーバが直接通信リソースを第1のユーザ機器に割り当てる。
【００８６】
　304. 第1のサーバが直接通信リソースを第2のユーザ機器に割り当てる。
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【００８７】
　305. 第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が割り当てられた直接通信リソースに従
って、直接通信接続を確立して直接通信を実行する。
【００８８】
　本解決手法においては、第1のサーバは、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器の双
方にサービスをしており、直接通信リソースを第1のユーザ機器および第2のユーザ機器に
割り当て、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が直接通信接続を確立することを支援
している。第1のサーバは、発展型ノードB(Evolved Node B、eNodeB)、基地局(Base Tran
sceiver Station、BTS)、サービングゲートウェイ(Serving Gateway、SGW)、パケットゲ
ートウェイ(Packet Gateway、PGW)、または無線ネットワーク制御装置(Radio Network Co
ntroller、RNC)などの基地局デバイスであってもよいし、またはクラスタヘッドCluster 
headまたはWi-Fiホットスポットデバイスなどのユーザ機器管理デバイスであってもよい
。実施形態における直接通信リソースは、時分割多重多元接続方式におけるタイムスロッ
トリソースであってもよいし、周波数分割多重多元接続方式における周波数リソースであ
ってもよいし、または符号分割多重多元接続方式における符号語リソースであってもよい
。
【００８９】
　必要に応じて、第2のユーザ機器のディスカバリメッセージを受信することを失敗した
場合には、第1のユーザ機器は、第1のサーバに、第2のユーザ機器に対する直接通信要求
を直接送信してもよい。
【００９０】
　図4に示しているように、ユーザ機器間の直接通信を確立するさらに別の様式を提供し
ている。
【００９１】
　401. 第1のユーザ機器がディスカバリメッセージ(discovery message)を第2のユーザ機
器から受信する。
【００９２】
　402. 第1のユーザ機器が第1のサーバに、第2のユーザ機器に対する直接通信要求を送信
する。
【００９３】
　403. 第1のサーバがコアネットワークに、第1のユーザ機器によって送信された第2のユ
ーザ機器に対する直接通信要求を送信する。
【００９４】
　404. コアネットワークが直接通信リソースを第1のユーザ機器と第2のユーザ機器とに
別々に割り当て、第1のユーザ機器の直接通信リソースを第1のサーバに配信して、第2の
ユーザ機器の直接通信リソースを第2のユーザ機器にサービスをする第2のサーバに配信す
る。
【００９５】
　405. 第1のサーバおよび第2のサーバが直接通信リソースを第1のユーザ機器と第2のユ
ーザ機器とにそれぞれに配信する。
【００９６】
　406. 第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が割り当てられた直接通信リソースに従
って、直接通信接続を確立して直接通信を実行する。
【００９７】
　本解決手法においては、第1のサーバは、第1のユーザ機器にサービスをしており、第2
のサーバは、第2のユーザ機器にサービスをしている。コアネットワークは、直接通信リ
ソースを第1のユーザ機器および第2のユーザ機器に割り当て、直接通信リソースを第1の
サーバおよび第2のサーバに配信して、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が直接通
信接続を確立することを支援している。第1のサーバおよび第2のサーバは、ネットワーク
サイドのサーバの各々、例えば、eNodeB、BTS、SGW、PGW、またはRNCなどの基地局デバイ
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スであってもよいし、またはユーザサイドのクラスタヘッドCluster headまたはWi-Fiホ
ットスポットデバイスなどのユーザ機器管理デバイスであってもよい。
【００９８】
　必要に応じて、第2のユーザ機器のディスカバリメッセージを受信することを失敗した
場合には、第1のユーザ機器は、第1のサーバに、第2のユーザ機器に対する直接通信要求
を直接送信してもよい。
【００９９】
　直接通信が確立されているまたは直接通信がユーザ機器間で実行されているプロセスに
おいて、各ユーザ機器の送信電力および互いの距離の差異に起因して、経路損失は、過度
に大きくなり得るし、また信号受信電力は、不十分となり得るので、直接通信の品質に影
響を与える。加えて、互いが過度に離れており送信電力および受信電力が直接通信の品質
を保証できないいくつかの端末に関して、直接通信を確立するプロセスが実行される場合
には、または直接通信サービスが実行される場合には、通信の品質が不十分であるだけで
なく、ある範囲内の別の通信サービスが干渉もし得るので、それにより、不要なシグナリ
ング浪費およびユーザ機器の電気損失が引き起こされる。
【０１００】
　つまり、制御機構が、条件を満たしていない直接通信を管理および制御するために提供
され、ネットワーク環境を最適化する必要がある。
【０１０１】
　図5を参照すれば、本発明の実施形態は、以下のステップを含む、通信制御方法を提供
している。
【０１０２】
　501. 第1のユーザ機器が第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受信す
る。
【０１０３】
　502. 第1のメッセージの受信電力を取得する。
【０１０４】
　503. 第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得する。
【０１０５】
　504. 第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従っ
て経路損失値を得る。
【０１０６】
　505. 経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可
するかどうかを決定する。
【０１０７】
　本実施形態の通信制御方法によれば、メッセージおよびメッセージの受信電力を送信す
るユーザ機器の電力パラメータ情報を使用して経路損失値を得て、そして、経路損失値に
従ってユーザ機器間の直接通信を許可するかどうかを決定する。このことは、ユーザ機器
の直接通信についての管理および制御を実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および
不要なシグナリングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止
し、ユーザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十
分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワ
ーク環境を最適化もしている。
【０１０８】
　必要に応じて、ステップ502から504は、第1のユーザ機器によって実行されてもよいし
、第1のユーザ機器に接続されている別のユーザ機器、もしくは第1のユーザ機器に接続さ
れているテスト、計算、もしくは制御装置などの別のデバイスによって実行されてもよい
し、またはネットワークサーバ、アクセスネットワーク要素、コアネットワーク要素、ま
たは別の可能な実行エンティティによって実行されてもよい。第1のユーザ機器および第2
のユーザ機器の電力パラメータ情報によって受信される第1のメッセージの受信電力が得
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られ、電力の経路損失値が受信電力および電力パラメータ情報に従って計算またはテーブ
ルを検索することによって得られ、そして経路損失値に従って直接通信を第1のユーザ機
器と第2のユーザ機器との間で許可するかどうかが決定されている限り、本発明の実施形
態が実行され得ることを当業者は理解されよう。前述したステップを実行するエンティテ
ィは、本発明の実施形態において限定されない。
【０１０９】
　必要に応じて、第1のメッセージの受信電力が、ある様式の測定で得られてもよいし、
第1のユーザ機器によって測定されてもよいし、または別の装置またはデバイスによって
測定されてもよく、本発明において限定されない。
【０１１０】
　必要に応じて、直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどう
かを決定する際に、経路損失値が第1の閾値未満の場合には、第1のユーザ機器と第2のユ
ーザ機器との間で直接通信を許可し、経路損失値が第1の閾値より大きい場合には、第1の
ユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を禁止する。経路損失値が第1の閾値と等
しい場合には、直接通信を、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可してもよい
し、または第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁止してもよく、それにより、ユ
ーザ機器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセスを実行することを防止している
。
【０１１１】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を許可する」ことは、例えば、直接通信を確立するプロセスが第1のユーザ機
器および第2のユーザ機器によって実行されることであってもよい。例えば、図1から図4
に示した直接通信接続を確立するプロセスは、第2のユーザ機器がディスカバリメッセー
ジを第1のユーザ機器に送信する、第1のユーザ機器がページングメッセージを第2のユー
ザ機器に送信する、または第2のユーザ機器がページングACK(ACK)メッセージを第1のユー
ザ機器に送信するプロセスにおけるステップのうちの1つまたは複数を含む。また、「直
接通信を実行する」ことは、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が、直接通信接続を
確立した後に、直接通信サービスを実行する、例えば、音声サービスを実行するまたはデ
ータサービスを実行することであってもよい。「許可」は、第1のユーザ機器および第2の
ユーザ機器が直接通信を即座に実行してもよいし、または直接通信を暫くした後に実行し
てもよいことを示していてもよく、本発明の実施形態において限定されない。
【０１１２】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を禁止する」ことは、直接通信接続を確立するプロセスが第1のユーザ機器お
よび第2のユーザ機器によって中断されること、例えば、第2のユーザ機器によって送信さ
れたディスカバリメッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングメッセージ
を第2のユーザ機器に送信しない、または第2のユーザ機器によって送信されたページング
メッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングNACK(NACK)メッセージを第2の
ユーザ機器に送信することであってもよいし、または、第1のユーザ機器および第2のユー
ザ機器が直接通信サービスを実行することを停止もしくは直接通信接続を終了することで
あってもよい。
【０１１３】
　必要に応じて、第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、第1のユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2の
ユーザ機器が第1のユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービス
メッセージであってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするた
めに使用され、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであっても
よい。
【０１１４】



(18) JP 6040466 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、第2のユーザ機器が第1のメッセージを送信
する際の特定の電力パラメータ情報であってもよいし、または、第2のユーザ機器が通常
の処理において信号またはメッセージを送信する際の電力パラメータ情報であってもよい
。第2のユーザ機器が第1のメッセージを送信する際の電力が、通常の処理における第2の
ユーザ機器の送信電力とは異なっていてもよく、本発明において限定されない。
【０１１５】
　必要に応じて、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステップは、
　第1のメッセージによって、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送するステップ
、および第1のメッセージで第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するステップ、
または
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送する第2のメッセージを受信するステップ
、および第2のメッセージで搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得する
ステップを含む。
【０１１６】
　特に、第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージは、第2のユーザ機器の電
力パラメータ情報が第1のメッセージから抽出され得るように、第2のユーザ機器の電力パ
ラメータ情報を搬送してもよいし、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、別のメッ
セージ、例えば、第2のユーザ機器によって送信され得る第2のメッセージによって搬送さ
れてもよいし、別のユーザ機器によって送信されてもよいし、またはネットワークサイド
のサーバ、例えば、eNodeB、BTS、SGW、PGW、またはRNCなどの基地局デバイスによって送
信されてもよいし、もしくはユーザサイドのクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポット
デバイスなどのユーザ機器管理デバイスによって送信されてもよい。例えば、サーバeNod
eBが、サーバeNodeBのサービス範囲内のユーザ機器によって信号を送信するための電力パ
ラメータ情報をブロードキャストし、すべてまたは一部のユーザ機器が電力パラメータ情
報を使用して信号を送信する必要があることを指定している。そして、第2のメッセージ
は、eNodeBがユーザ機器の電力パラメータ情報を指定するために送信するブロードキャス
トメッセージであってもよい。
【０１１７】
　必要に応じて、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、特定の第2のユーザ機器の送
信電力値であってもよいし、または送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスで
あってもよい。
【０１１８】
　電力パラメータ情報が送信電力値である場合には、第2のユーザ機器の電力パラメータ
情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路損失値を得るステップは、第2のユー
ザ機器の送信電力値および第1のメッセージの受信電力に従って経路損失値を計算するス
テップを含む。例えば、第2のユーザ機器の送信電力値が23デシベル・ミリワット(600Ω
における1ミリワットを基準とするデシベル、dBm)であり、受信電力が5dBmであると、経
路損失値は、送信電力値 - 受信電力 = 18dBmである。経路損失値を計算する前述の様式
は、単に例示にすぎず、経路損失値は、別の様式の計算により、送信電力値と受信電力と
に従う別の式を使用して、得られてもよいことに留意されたい。加えて、経路損失値を、
テーブルを検索することによって、データベースに問い合わせることによって、または計
算を必要としない別の様式で、取得してもよい。例えば、複数の送信電力値、送信電力値
に対応する受信電力、および対応する経路損失値をデータベースに記憶して、経路損失値
を対応する送信電力値および受信電力を検索することによって取得してもよい。
【０１１９】
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報が送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力ク
ラスである場合には、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受
信電力に従って経路損失値を得るステップは、送信電力範囲または第2のユーザ機器の電
力クラスに従って第2のユーザ機器の最大送信電力値を決定するステップと、経路損失値
を得るために第2のユーザ機器の最大送信電力値および第1のメッセージの受信電力値に従
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って計算を実行するステップとを含む。例えば、第2のユーザ機器の送信電力範囲が[23dB
m, 20dBm]であり、第2のユーザ機器の最大送信電力が23dBmであり受信電力が5dBmである
と決定されると、経路損失値は、送信電力値 - 受信電力 = 18dBmである。本明細書にお
いて電力範囲は、定量値であり、したがって、メッセージにおいて、その電力範囲を離散
ビット値によって表してもよい。例えば、00は[23dBm, 20dBm]を示し、01は[20dBm, 17dB
m]を示し、10は[17dBm, 14dBm]を示す。別の例では、ユーザ機器は、高、中、および低の
3つの電力クラスを有しており、第2のユーザ機器の電力クラスは高である。高電力クラス
に対応する最大送信電力値が23dBmであり、受信電力が5dBmであると、経路損失値は、送
信電力値 - 受信電力 = 18dBmである。第2のユーザ機器の電力クラスに関して、最大送信
電力値または経路損失値を計算するために使用される別の電力値が、第2のユーザ機器の
電力クラスに従って決定されてもよい。メッセージにおいて、第2のユーザ機器の電力ク
ラスを、例えば、00は高電力クラスを示し、01は低電力クラスを示し、10は中電力クラス
を示す離散ビット値によって表してもよい。最大送信電力値を使用した計算により得られ
る経路損失値は、理論的に最大経路損失値である。経路損失値が、受信電力と、中間値、
最小値、または電力範囲内の任意の電力値とを使用した計算により得られてもよく、本発
明において限定されない。
【０１２０】
　経路損失値を計算する前述の様式は、単に例示にすぎず、経路損失値は、別の様式の計
算により、または送信電力範囲もしくは電力クラスと受信電力とに従う別の式を使用して
、得られてもよいことに留意されたい。加えて、経路損失値を、テーブルを検索すること
によって、データベースに問い合わせることによって、または計算を必要としない別の様
式で、取得してもよい。例えば、複数の電力クラス、対応する受信電力、および対応する
経路損失値をデータベースに記憶して、経路損失値を対応する電力クラスおよび受信電力
を検索することによって取得してもよい。
【０１２１】
　電力パラメータ情報を第1のメッセージまたは第2のメッセージのビット値によって指示
している前述の様式は、オプションの様式にすぎない。加えて、電力パラメータ情報を、
物理リソースの様式で指示してもよい。例えば、異なる時間リソースは異なる電力パラメ
ータ情報を示し、時間リソース1は[23dBm, 20dBm]を示し、時間リソース2は[20dBm, 17dB
m]を示し、時間リソース3は[17dBm, 14dBm]を示す。例えば、システムメッセージにおい
て、サブフレームaが[23dBm, 20dBm]に対応し、サブフレームbが[20dBm, 17dBm]に対応し
、サブフレームcが[17dBm, 14dBm]に対応していると定義される。第1のメッセージがサブ
フレームaで送信される場合には、第1のメッセージの送信電力が[23dBm, 20dBm]の範囲内
にある、または信号を送信しているユーザ機器の最大送信電力値が23dBmであることを示
している。加えて、異なる電力パラメータ情報を異なる周波数リソースを使用して指示し
てもよく、異なる符号分割リソースは異なる電力パラメータ情報を表し、または異なる時
間-周波数-コードリソースの組合せは異なる電力パラメータ情報を表す。電力パラメータ
情報は、メッセージのバイトを占有する必要もなく、第1のメッセージを送信するための
時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによって指示され、より簡略であ
り、より実用的である。
【０１２２】
　必要に応じて、ステップ505において直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器と
の間で許可するかどうかを決定する前に、方法は、ネットワークサーバによって送信され
た第1の閾値であって、ネットワークサーバは、eNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコ
アネットワーク要素を含む、第1の閾値を受信するステップ、または第3のユーザ機器によ
って送信された第1の閾値であって、第3のユーザ機器は、クラスタヘッドまたはWi-Fiホ
ットスポットデバイスを含む、第1の閾値を受信するステップをさらに含む。加えて、第1
の閾値は、第1のユーザ機器に事前に記憶されていてもよく、第1のユーザ機器に事前に記
憶されている第1の閾値を使用して、第2のユーザ機器との直接通信を実行するかどうかを
決定する。本明細書において事前に記憶されることは、閾値を配信時に第1のユーザ機器
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に書き込む、または第1のユーザ機器の閾値を設定もしくは使用に際し変更することを示
している。本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送
信された第1の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施
するために受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロ
バイダ、通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０１２３】
　本発明の実施形態は、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラム製
品であって、コンピュータプログラムコードがコンピュータによって実行されると、コン
ピュータが前述の実施形態のすべてのステップを実行する、コンピュータプログラム製品
をさらに提供している。
【０１２４】
　図6aは、以下のステップを含む、別の本発明の実施形態である。
【０１２５】
　601. 第1のユーザ機器がeNodeBによって送信された閾値PLを受信する。
【０１２６】
　602. 第1のユーザ機器がディスカバリメッセージを第2のユーザ機器に送信する。
【０１２７】
　603. 第2のユーザ機器が第2のユーザ機器の送信電力値P1を搬送するページングメッセ
ージを第1のユーザ機器に送信する。
【０１２８】
　604. 第1のユーザ機器がページングメッセージの受信電力P2を測定する。
【０１２９】
　605. 第1のユーザ機器がP1とP2とに従った計算により経路損失値PLaを得る。
【０１３０】
　606. PLa < PLの場合は、第1のユーザ機器は、ページングACK(ACK)メッセージを第2の
ユーザ機器に送信する。
【０１３１】
　607. PLa > PLの場合は、第1のユーザ機器は、ページングNACK(NACK)メッセージを第2
のユーザ機器に送信する。
【０１３２】
　本実施形態においては、eNodeBは、閾値PLを第1のユーザ機器に送信する。別のユーザ
機器との直接通信接続を確立するプロセスにおいて、第1のユーザ機器は、閾値PLに基づ
いて経路損失値PLaがeNodeBの要件を満たしているかどうかを決定し、要件を満たしてい
る場合には、ページングACK(ACK)メッセージを送信して、第1のユーザ機器が直接通信を
実行することを許可し、要件を満たしていない場合には、ページングNACK(NACK)メッセー
ジを送信して、第1のユーザ機器が直接通信を実行することを禁止する。したがって、こ
のことは、システムの範囲内のユーザ機器間の直接通信についてのシステムによる制御を
実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および不要なシグナリングインタワーキングを
ともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失を低減してい
る。加えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干
渉することを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【０１３３】
　図6bは、以下のステップを含む、別の本発明の実施形態である。
【０１３４】
　6001. 第1のユーザ機器が第1のサーバによって送信された閾値PLを受信する。
【０１３５】
　6002. 第2のユーザ機器が第2のユーザ機器の送信電力値P1を搬送するディスカバリメッ
セージを第1のユーザ機器に送信する。
【０１３６】
　6003. 第1のユーザ機器がディスカバリメッセージの受信電力P2を測定する。
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【０１３７】
　6004. 第1のユーザ機器がP1とP2とに従った計算により経路損失値PLaを得る。
【０１３８】
　6005. PLa < PLの場合は、第1のユーザ機器は、第1のサーバに、第2のユーザ機器に対
する直接通信要求を送信し、
　PLa > PLの場合は、第1のユーザ機器は、第1のサーバに、第2のユーザ機器に対する直
接通信要求を送信しない。
【０１３９】
　6006. 第1のサーバが直接通信リソースを第1のユーザ機器および第2のユーザ機器に割
り当てる。
【０１４０】
　6007. 第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が割り当てられた直接通信リソースに従
って、直接通信接続を確立する。
【０１４１】
　本実施形態においては、第1のサーバは、閾値PLを第1のユーザ機器に送信する。別のユ
ーザ機器との直接通信接続を確立するプロセスにおいて、第1のユーザ機器は、閾値PLに
基づいて経路損失値PLaが第1のサーバの要件を満たしているかどうかを決定し、要件を満
たしている場合には、直接通信要求を第1のサーバに送信して直接通信リソースの割り当
てを要求し、第1のユーザ機器が直接通信を実行することを許可し、要件を満たしていな
い場合には、直接通信要求を送信せず、第1のユーザ機器が直接通信を実行することを禁
止する。したがって、このことは、システムの範囲内のユーザ機器間の直接通信について
のシステムによる制御を実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および不要なシグナリ
ングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器
の電気損失を低減している。加えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービス
が別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【０１４２】
　図7に示しているように、本発明の実施形態は、通信制御方法をさらに提供しており、
通信制御方法は、以下のステップを含む。
【０１４３】
　701. 第1のユーザ機器が第2のユーザ機器によって送信された第3のメッセージであって
、第2のユーザ機器の電力クラスを搬送する、第3のメッセージを受信する。
【０１４４】
　702. 第1のユーザ機器の電力クラスおよび第2のユーザ機器の電力クラスに従って、直
接通信のルールであって、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定する、ルールを
照合する。
【０１４５】
　703. 照合の結果に従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可
するかどうかを決定する。
【０１４６】
　前述の通信制御方法によれば、ユーザ機器の電力パラメータクラスと直接通信を確立す
ることについてのルールとを照合することによって、ユーザ機器間で直接通信を許可する
かどうかを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理および制御を実
施して、ユーザ機器が不十分な直接通信サービスおよび不要なシグナリングインタワーキ
ングを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失を低減することを可能としている。
加えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉す
ることを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【０１４７】
　例えば、実施形態における「ルール」は、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指
定し、特に、ある電力クラスのユーザ機器およびある電力クラスのユーザ機器が直接通信
を実行し得るかどうかを決定するための基準であり、テーブル、機能関連性などであって
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もよい。以下の表は「ルール」の例であり、電力クラスは、高クラス、中クラス、および
低クラスの3つのタイプに分類される。
【０１４８】
【表１】

【０１４９】
　第1の行は、メッセージ送信デバイス(第2のユーザ機器)の電力クラスを示し、第1の列
は、メッセージ受信デバイス(第1のユーザ機器)の電力クラスを示し、Yは、直接通信を実
行できることを表し、Nは、直接通信を実行できないことを表している。例えば、第1のユ
ーザ機器が、第2のユーザ機器のページング信号を受信して、第2のユーザ機器の電力クラ
スが「高クラス」であることを取得する。しかしながら、第1のユーザ機器の電力クラス
は、高クラスある。表を検索することによって得られた照合結果はYであるので、第1のユ
ーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許可する。別の例では、第1のユーザ機器
が、第2のユーザ機器のディスカバリ信号を受信して、第2のユーザ機器の電力クラスが高
クラスことを取得する。しかしながら、第1のユーザ機器の電力クラスは、中クラスであ
る。表を検索することによって得られた照合結果はNであるので、第1のユーザ機器と第2
のユーザ機器との間で直接通信を禁止する。
【０１５０】
　前述の実施形態においては、メッセージ受信デバイスが高電力クラスであり、またメッ
セージ受信デバイスがメッセージ送信デバイスのメッセージを受信している場合には、メ
ッセージ送信デバイスは、メッセージ送信デバイスの電力クラスが高、中、または低のい
ずれであるかにかかわらず、メッセージ受信デバイスの応答メッセージを常に受信し得る
。したがって、ルールは、メッセージ受信デバイスが高電力クラスであるときには、照合
結果は常にYであり、メッセージ送信デバイスが高電力クラスである場合には、メッセー
ジ受信デバイスは中電力クラスまたは低電力クラスであり、高電力クラスではないときに
は、メッセージ送信デバイスは、メッセージ受信デバイスの応答メッセージを受信しなく
てもよく、照合結果はNである、となる。したがって、弱信号の直接通信が回避される。
【０１５１】
　必要に応じて、ステップ702から703は、第1のユーザ機器によって実行されてもよいし
、第1のユーザ機器に接続されている別のユーザ機器、もしくは第1のユーザ機器に接続さ
れている照合もしくは制御装置などの別のデバイスによって実行されてもよいし、または
ネットワークサーバ、アクセスネットワーク要素、コアネットワーク要素、または別の可
能な実行エンティティによって実行されてもよい。第1のユーザ機器の電力クラスおよび
第2のユーザ機器の電力クラスに従って直接通信のルールが照合され得るものであり、照
合のルールに従って直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかど
うかが決定されている限り、本発明の実施形態が実行され得ることを当業者は理解されよ
う。前述したステップを実行するエンティティは、本発明の実施形態において限定されな
い。
【０１５２】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を許可する」ことは、例えば、直接通信を確立するプロセスが第1のユーザ機
器および第2のユーザ機器によって実行されることであってもよい。例えば、図1から図4
に示した直接通信接続を確立するプロセスは、第2のユーザ機器がディスカバリメッセー
ジを第1のユーザ機器に送信する、第1のユーザ機器がページングメッセージを第2のユー
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ザ機器に送信する、または第2のユーザ機器がページングACK(ACK)メッセージを第1のユー
ザ機器に送信するプロセスにおけるステップのうちの1つまたは複数を含む。また、「直
接通信を実行する」ことは、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が、直接通信接続を
確立した後に、直接通信サービスを実行する、例えば、音声サービスを実行するまたはデ
ータサービスを実行することであってもよい。「許可」は、第1のユーザ機器および第2の
ユーザ機器が直接通信を即座に実行してもよいし、または直接通信を暫くした後に実行し
てもよいことを示していてもよく、本発明の実施形態において限定されない。
【０１５３】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を禁止する」ことは、直接通信接続を確立するプロセスが第1のユーザ機器お
よび第2のユーザ機器によって中断されること、例えば、第2のユーザ機器によって送信さ
れたディスカバリメッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングメッセージ
を第2のユーザ機器に送信しない、または第2のユーザ機器によって送信されたページング
メッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングNACK(NACK)メッセージを第2の
ユーザ機器に送信することであってもよいし、または、第1のユーザ機器および第2のユー
ザ機器が直接通信サービスを実行することを停止もしくは直接通信接続を終了することで
あってもよい。
【０１５４】
　必要に応じて、以下の表に示しているように、照合が完了した後に、第2のユーザ機器
の最大送信電力値を第2のユーザ機器の電力クラスに従って決定してもよい。
【０１５５】

【表２】

【０１５６】
　前述の実施形態を参照すれば、照合が完了した後に、経路損失電力値は、取得された第
3のメッセージの受信電力および第2のユーザ機器の最大送信電力値に従ってさらに得られ
てもよい。経路損失電力値がシステムによって配信または第1のユーザ機器によって事前
に記憶されている閾値より大きい場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で
直接通信を禁止し、経路損失電力値がシステムによって配信または第1のユーザ機器によ
って事前に記憶されている閾値未満の場合には、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との
間で直接通信を許可する。
【０１５７】
　必要に応じて、第3のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、第1のユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2の
ユーザ機器が第1のユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービス
メッセージであってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするた
めに使用され、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであっても
よい。
【０１５８】
　第3のメッセージのビット値を、電力クラスを示すために使用してもよく、例えば、00
は高クラスを示し、01は中クラスを示し、10は低クラスを示す。加えて、電力クラスを、
物理リソースの様式で指示してもよい。例えば、異なる時間リソースは異なる電力クラス
を示し、時間リソース1は高クラスを示し、時間リソース2は中クラスを示し、および時間
リソース3は低クラスを示す。例えば、システムメッセージにおいて、サブフレームaが高
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クラスに対応し、サブフレームbが中クラスに対応し、サブフレームcが低クラスに対応し
ていると定義される。そして、第3のメッセージがサブフレームaで送信される場合には、
第3のメッセージを送信するユーザ機器の電力クラスが高であることを示している。加え
て、異なる電力クラスを異なる周波数リソースを使用して指示してもよく、異なる符号分
割リソースは異なる電力クラスを表し、または異なる時間-周波数-コードリソースの組合
せは異なる電力クラスを表す。電力クラスは、メッセージのバイトを占有する必要もなく
、第3のメッセージを送信するための時間リソース、周波数リソース、または符号語リソ
ースによって指示され、より簡略であり、より実用的である。
【０１５９】
　必要に応じて、ステップ702において直接通信のルールを照合する前に、方法は、直接
通信のネットワークサーバによって送信されたルールであって、ネットワークサーバはeN
odeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク要素を含む、ルールを受信するステ
ップ、または直接通信の第3のユーザ機器によって送信されたルールであって、第3のユー
ザ機器はクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポットデバイスを含む、ルールを受信する
ステップをさらに含む。加えて、直接通信のルールは、第1のユーザ機器に事前に記憶さ
れていてもよく、第1のユーザ機器に事前に記憶されている直接通信のルールを使用して
、第2のユーザ機器との直接通信を実行するかどうかを決定する。本明細書において事前
に記憶されることは、1つの直接通信のルールを配信時に第1のユーザ機器に書き込む、ま
たは第1のユーザ機器の直接通信のルールを設定もしくは使用に際し変更することを示し
ている。本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信
された直接通信のルールは、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を
実施するために受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワーク
プロバイダ、通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０１６０】
　本発明の実施形態は、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラム製
品であって、コンピュータプログラムコードがコンピュータによって実行されると、コン
ピュータが前述の実施形態のすべてのステップを実行する、コンピュータプログラム製品
をさらに提供している。
【０１６１】
　図8に示しているように、本発明の実施形態は、通信制御方法をさらに提供しており、
通信制御方法は、以下のステップを含む。
【０１６２】
　801. 第1のユーザ機器が第2のユーザ機器によって送信された第4のメッセージを受信す
る。
【０１６３】
　802. 第4のメッセージの受信電力を取得する。
【０１６４】
　803. 第4のメッセージの受信電力に従って、直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ
機器との間で許可するかどうかを決定する。
【０１６５】
　前述の通信制御方法によれば、メッセージの受信電力を使用して、ユーザ機器間で直接
通信を許可するかどうかが決定される。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管
理および制御を実施して、ユーザ機器が不十分なメッセージ受信電力および不要なシグナ
リングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機
器の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信品質
の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最
適化もしている。
【０１６６】
　必要に応じて、ステップ802から803は、第1のユーザ機器によって実行されてもよいし
、第1のユーザ機器に接続されている別のユーザ機器、もしくは第1のユーザ機器に接続さ
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れているテスト、計算、もしくは制御装置などの別のデバイスによって実行されてもよい
し、またはネットワークサーバ、アクセスネットワーク要素、コアネットワーク要素、ま
たは別の可能な実行エンティティによって実行されてもよい。第1のユーザ機器によって
受信される第4のメッセージの受信電力が得られ、受信電力に従って直接通信を第1のユー
ザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどうかが決定されている限り、本発明の実
施形態が実行され得ることを当業者は理解されよう。前述したステップを実行するエンテ
ィティは、本発明の実施形態において限定されない。
【０１６７】
　必要に応じて、第4のメッセージの受信電力が、ある様式の測定で得られてもよいし、
第1のユーザ機器によって測定されてもよいし、または別の装置またはデバイスによって
測定されてもよく、本発明において限定されない。
【０１６８】
　必要に応じて、直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどう
かを決定する際に、受信電力が第2の閾値より大きい場合には、第1のユーザ機器と第2の
ユーザ機器との間で直接通信を許可し、受信電力が第2の閾値未満の場合には、第1のユー
ザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を禁止する。受信電力が第2の閾値と等しい場
合には、直接通信を、第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可してもよいし、ま
たは第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁止してもよく、それにより、ユーザ機
器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセスを実行することを防止している。
【０１６９】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を許可する」ことは、例えば、直接通信を確立するプロセスが第1のユーザ機
器および第2のユーザ機器によって実行されることであってもよい。例えば、図1から図4
に示した直接通信接続を確立するプロセスは、第2のユーザ機器がディスカバリメッセー
ジを第1のユーザ機器に送信する、第1のユーザ機器がページングメッセージを第2のユー
ザ機器に送信する、または第2のユーザ機器がページングACK(ACK)メッセージを第1のユー
ザ機器に送信するプロセスにおけるステップのうちの1つまたは複数を含む。「直接通信
を実行する」ことは、第1のユーザ機器および第2のユーザ機器が、直接通信接続を確立し
た後に、直接通信サービスを実行する、例えば、音声サービスを実行するまたはデータサ
ービスを実行することであってもよい。「許可」は、第1のユーザ機器および第2のユーザ
機器が直接通信を即座に実行してもよいし、または直接通信を暫くした後に実行してもよ
いことを示していてもよく、本発明の実施形態において限定されない。
【０１７０】
　必要に応じて、本発明の実施形態において「第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間
で直接通信を禁止する」ことは、直接通信接続を確立するプロセスが第1のユーザ機器お
よび第2のユーザ機器によって中断されること、例えば、第2のユーザ機器によって送信さ
れたディスカバリメッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングメッセージ
を第2のユーザ機器に送信しない、または第2のユーザ機器によって送信されたページング
メッセージを受信した後に、第1のユーザ機器がページングNACK(NACK)メッセージを第2の
ユーザ機器に送信することであってもよいし、または、第1のユーザ機器および第2のユー
ザ機器が直接通信サービスを実行することを停止もしくは直接通信接続を終了することで
あってもよい。
【０１７１】
　必要に応じて、第4のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、第1のユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2の
ユーザ機器が第1のユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービス
メッセージであってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするた
めに使用され、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであっても
よい。
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【０１７２】
　必要に応じて、直接通信を第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で許可するかどう
かを決定するステップの前に、方法は、ネットワークサーバによって送信された第2の閾
値であって、ネットワークサーバはeNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワー
ク要素を含む、第2の閾値を受信するステップ、または第3のユーザ機器によって送信され
た第2の閾値であって、第3のユーザ機器はクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポットデ
バイスを含む、第2の閾値を受信するステップをさらに含む。加えて、第2の閾値は、第1
のユーザ機器に事前に記憶されていてもよく、第1のユーザ機器に事前に記憶されている
第2の閾値を使用して、第2のユーザ機器との直接通信を実行するかどうかを決定する。本
明細書において事前に記憶されることは、閾値を配信時に第1のユーザ機器に書き込む、
または第1のユーザ機器の閾値を設定もしくは使用に際し変更することを示している。本
実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された第2
の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施するために受
信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバイダ、通信
事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０１７３】
　本発明の実施形態は、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラム製
品であって、コンピュータプログラムコードがコンピュータによって実行されると、コン
ピュータが前述の実施形態のすべてのステップを実行する、コンピュータプログラム製品
をさらに提供している。
【０１７４】
　本発明の実施形態は、ユーザ機器をさらに提供しており、図9に示しているように、ユ
ーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受信するように構成される、第
1の受信ユニット901と、
　第1のメッセージの受信電力を取得するように構成される、第1の取得ユニット902と、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するように構成される、第2の取得ユニッ
ト903と、
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路
損失値を得るように構成される、第3の取得ユニット904と、
　経路損失値に従ってユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許可するかどう
かを決定するように構成される、第1の決定ユニット905とを備える。
【０１７５】
　前述のユーザ機器によれば、メッセージおよびメッセージの受信電力を送信するユーザ
機器の電力パラメータ情報を使用して経路損失値を得て、そして、経路損失値に従ってユ
ーザ機器間の直接通信を許可するかどうかを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通
信についての管理および制御を実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および不要なシ
グナリングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユー
ザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信
品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境
を最適化もしている。
【０１７６】
　必要に応じて、第1の取得ユニット902がある様式の測定で第1のメッセージの受信電力
を得てもよいし、または別の装置が測定によってまたは別の様式で第1のメッセージの受
信電力を得て、そして第1の取得ユニット902が第1のメッセージの受信電力を得てもよく
、本発明において限定されない。
【０１７７】
　必要に応じて、第1の決定ユニット905は、経路損失値が第1の閾値未満の場合には、ユ
ーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、経路損失値が第1の閾値より大き
い場合には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止するように特に構成
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される。経路損失値が第1の閾値と等しい場合には、直接通信は、ユーザ機器と第2のユー
ザ機器との間で許可してもよいし、またはユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁止し
てもよく、それにより、ユーザ機器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセスを実
行することを防止している。
【０１７８】
　必要に応じて、第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、ユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2のユー
ザ機器がユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービスメッセージ
であってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするために使用さ
れ、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであってもよい。
【０１７９】
　第2の取得ユニット903は、第1のメッセージが第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を
搬送する場合には、第1のメッセージで搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報
を取得するように特に構成され、また、図9aに示しているように、ユーザ機器は、第2の
ユーザ機器の電力パラメータ情報を搬送する第2のメッセージを受信するように構成され
る、第2の受信ユニット906をさらに備え、第2の取得ユニット903は、第2のメッセージで
搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得するように構成される。第2のメ
ッセージは、第2のユーザ機器によって送信されてもよいし、別のユーザ機器によって送
信されてもよいし、またはネットワークサイドのサーバ、例えば、eNodeB、BTS、SGW、PG
W、またはRNCなどの基地局デバイスによって送信されてもよいし、もしくはユーザサイド
のクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポットデバイスなどのユーザ機器管理デバイスに
よって送信されてもよい。例えば、サーバeNodeBが、サーバeNodeBのサービス範囲内のユ
ーザ機器によって信号を送信するための電力パラメータ情報をブロードキャストし、すべ
てまたは一部のユーザ機器が電力パラメータ情報を使用して信号を送信する必要があるこ
とを指定している。そして、第2のメッセージは、eNodeBがユーザ機器の電力パラメータ
情報を指定するために送信するブロードキャストメッセージであってもよい。
【０１８０】
　必要に応じて、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、特定の第2のユーザ機器の送
信電力値であってもよいし、または送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスで
あってもよい。
【０１８１】
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報が第2のユーザ機器の送信電力値である場合には
、第3の取得ユニット904は、経路損失値を得るために第2のユーザ機器の送信電力値およ
び第1のメッセージの受信電力値に従って計算を実行するように特に構成される。
【０１８２】
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報が送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力ク
ラスである場合には、第3の取得ユニット904は、送信電力範囲または第2のユーザ機器の
電力クラスに従って第2のユーザ機器の最大送信電力値を決定して、経路損失値を得るた
めに第2のユーザ機器の最大送信電力値および第1のメッセージの受信電力値に従って計算
を実行するように特に構成される。最大送信電力値を使用した計算により得られる経路損
失値は、理論的に最大経路損失値である。経路損失値が、受信電力と、中間値、最小値、
または電力範囲内の任意の電力値とを使用した計算により得られてもよく、本発明におい
て限定されない。
【０１８３】
　経路損失値を計算する前述の様式は、単に例示にすぎず、経路損失値は、別の様式の計
算により、または受信電力および送信電力値、送信電力範囲、もしくは電力クラスに従う
別の式を使用して、得られてもよいことに留意されたい。加えて、経路損失値を、テーブ
ルを検索することによって、データベースに問い合わせることによって、または計算を必
要としない別の様式で、取得してもよい。例えば、複数の送信電力値または複数の電力ク
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ラス、対応する受信電力、および対応する経路損失値をデータベースに記憶して、経路損
失値を対応する送信電力値、電力クラス、および受信電力を検索することによって取得し
てもよい。
【０１８４】
　実施形態における電力パラメータ情報を、あるメッセージのビット値を使用して搬送し
てもよいし、または時間リソース、周波数リソース、または符号分割リソースの様式で示
してもよい。電力パラメータ情報は、メッセージのバイトを占有する必要もなく、第1の
メッセージを送信するための時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによ
って指示され、より簡略であり、より実用的である。
【０１８５】
　必要に応じて、ユーザ機器は、ネットワークサーバによって送信された第1の閾値であ
って、ネットワークサーバは、eNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク要
素を含む、第1の閾値を受信するように構成される、または第3のユーザ機器によって送信
された第1の閾値であって、第3のユーザ機器は、クラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポ
ットデバイスを含む、第1の閾値を受信するように構成される、第3の受信ユニット905を
さらに備えていてもよい。
【０１８６】
　ユーザ機器は、第1の閾値を事前に記憶するように構成される、第1のストレージユニッ
ト907をさらに備えていてもよい。本明細書において事前に記憶されることは、閾値を配
信時にユーザ機器に書き込む、またはユーザ機器の閾値を設定もしくは使用に際し変更す
ることを示している。
【０１８７】
　実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された第
1の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施するために
受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバイダ、通
信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０１８８】
　図10に示しているように、実施形態は、前述の実施形態における第2のユーザ機器の機
能を自走するように構成されるユーザ機器をさらに提供しており、ユーザ機器は、
　第1のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第1の送信ユニット1
001であって、第1のメッセージの受信電力およびユーザ機器の電力パラメータ情報に従っ
て経路損失値を得て、経路損失値に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直接通
信を許可するかどうかを決定するために、第1のメッセージはユーザ機器の電力パラメー
タ情報を搬送する、第1の送信ユニット1001を備える。
【０１８９】
　図11に示しているように、本発明の実施形態は、第1のユーザ機器1101と、第2のユーザ
機器1102とを備えるシステムをさらに提供しており、第1のユーザ機器1101は、第2のユー
ザ機器1102によって送信された第1のメッセージを受信し、第1のメッセージの受信電力を
取得し、第2のユーザ機器1102の電力パラメータ情報を取得し、第2のユーザ機器1102の電
力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に従って経路損失値を得て、経路損
失値に従って第1のユーザ機器1101と第2のユーザ機器1102との間で直接通信を許可するか
どうかを決定するように構成される。
【０１９０】
　第2のユーザ機器は、第1のメッセージであって、第2のユーザ機器1102の電力パラメー
タ情報を搬送する、第1のメッセージを第1のユーザ機器1101に送信するように構成される
。
【０１９１】
　必要に応じて、システムは、第1の閾値を第1のユーザ機器1101に送信するように構成さ
れる、ネットワークサーバ1103をさらに備えていてもよく、ネットワークサーバは、eNod
eB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク要素であり得る。
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【０１９２】
　図12に示しているように、本発明の実施形態さらにさらに別のユーザ機器を提供してお
り、さらに別のユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第3のメッセージであって、第2のユーザ機器の電
力クラスを搬送する、第3のメッセージを受信するように構成される、第4の受信ユニット
1201と、
　ユーザ機器の電力クラスおよび第2のユーザ機器の電力クラスに従って、直接通信のル
ールであって、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定する、ルールを照合するよ
うに構成される、照合ユニット1202と、
　照合の結果に従ってユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許可するかどう
かを決定するように構成される、第2の決定ユニット1203とを備える。
【０１９３】
　前述のユーザ機器によれば、ユーザ機器の電力パラメータクラスと直接通信を確立する
ことについてのルールとを照合することによって、ユーザ機器間で直接通信を許可するか
どうかを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理および制御を実施
して、ユーザ機器が不十分な直接通信サービスおよび不要なシグナリングインタワーキン
グを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加
えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉する
ことを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【０１９４】
　実施形態における「ルール」は、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定し、特
に、ある電力クラスのユーザ機器およびある電力クラスのユーザ機器が直接通信を実行し
得るかどうかを決定するための基準であり、テーブル、機能関連性などであってもよい。
【０１９５】
　必要に応じて、ユーザ機器は、ネットワークサーバによって送信されたルールであって
、ネットワークサーバはeNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク要素を含
む、ルールを受信するように構成される、または第3のユーザ機器によって送信されたル
ールであって、第3のユーザ機器はクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポットデバイスを
含む、ルールを受信するように構成される、第5の受信ユニット1204をさらに備えていて
もよい。
【０１９６】
　必要に応じて、ユーザ機器は、ルールを事前に記憶するように構成される、第2のスト
レージユニット1205をさらに備えていてもよい。ユーザ機器は、事前に記憶されている直
接通信のルールに従って、第2のユーザ機器との直接通信を実行するかどうかを決定して
もよい。
【０１９７】
　本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された
直接通信のルールは、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施す
るために受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバ
イダ、通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０１９８】
　必要に応じて、第3のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、ユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2のユー
ザ機器がユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービスメッセージ
であってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするために使用さ
れ、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであってもよい。第3の
メッセージのビット値を、電力クラスを示すために使用してもよく、例えば、00は高クラ
スを示し、01は中クラスを示し、10は低クラスを示す。加えて、電力クラスは、メッセー
ジのバイトを占有する必要もなく、第3のメッセージを送信するための時間リソース、周
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波数リソース、または符号語リソースによって指示されていてもよく、より簡略であり、
より実用的である。
【０１９９】
　図13に示しているように、実施形態は、前述の実施形態における第2のユーザ機器の機
能を自走するように構成されるユーザ機器をさらに提供しており、ユーザ機器は、
　第3のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第2の送信ユニット1
301であって、第1のユーザ機器の電力クラスおよびユーザ機器の電力クラスに従って直接
通信のルールを照合して、照合の結果に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直
接通信を許可するかどうかを決定するために、第3のメッセージは、ユーザ機器の電力ク
ラスを搬送する、第2の送信ユニット1301を備える。
【０２００】
　図14に示しているように、実施形態は、第1のユーザ機器1401と、第2のユーザ機器1402
とを備えるシステムであって、第1のユーザ機器1401は、第2のユーザ機器1402によって送
信された第3のメッセージであって、第2のユーザ機器1402の電力クラスを搬送する、第3
のメッセージを受信して、第1のユーザ機器1401の電力クラスおよび第2のユーザ機器1402
の電力クラスに従って、直接通信のルールであって、直接通信が実行され得る電力クラス
条件を指定する、ルールを照合して、照合の結果に従って第1のユーザ機器1401と第2のユ
ーザ機器1402との間で直接通信を許可するかどうかを決定するように構成される、システ
ムをさらに提供している。
【０２０１】
　第2のユーザ機器1402は、ユーザ機器の電力クラスを搬送する第3のメッセージを第1の
ユーザ機器1401に送信するように構成される。
【０２０２】
　必要に応じて、システムは、ルールを第1のユーザ機器1401に送信するように構成され
る、ネットワークサーバ1403であって、ネットワークサーバは、eNodeB、BTS、SGW、PGW
、RNC、またはコアネットワーク要素であり得る、ネットワークサーバ1403をさらに備え
る。
【０２０３】
　図15に示しているように、実施形態さらに別のユーザ機器を提供しており、さらに別の
ユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第4のメッセージを受信するように構成される、第
6の受信ユニット1501と、
　第4のメッセージの受信電力を取得するように構成される、第4の取得ユニット1502と、
　第4のメッセージの受信電力に従って、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信
を許可するかどうかを決定するように構成される、第3の決定ユニット1503とを備える。
【０２０４】
　前述のユーザ機器によれば、メッセージの受信電力を使用して、ユーザ機器間で直接通
信を許可するかどうかが決定される。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理
および制御を実施して、ユーザ機器が不十分なメッセージ受信電力および不要なシグナリ
ングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器
の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信品質の
直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最適
化もしている。
【０２０５】
　必要に応じて、第4のメッセージの受信電力が、ある様式の測定で得られてもよいし、
第4の取得ユニット1502によって測定されてもよいし、または別の装置またはデバイスに
よって測定されてもよく、本発明において限定されない。
【０２０６】
　必要に応じて、第3の決定ユニットは、受信電力が第2の閾値より大きい場合には、ユー
ザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、受信電力が第2の閾値未満の場合に
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は、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止するように構成されてもよい
。受信電力が第1の閾値と等しい場合には、直接通信を、ユーザ機器と第2のユーザ機器と
の間で許可してもよいし、またはユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁止してもよく
、それにより、ユーザ機器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセスを実行するこ
とを防止している。
【０２０７】
　必要に応じて、第4のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、ユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2のユー
ザ機器がユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービスメッセージ
であってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするために使用さ
れ、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであってもよい。
【０２０８】
　必要に応じて、図15aに示しているように、ユーザ機器は、ネットワークサーバによっ
て送信された第2の閾値であって、ネットワークサーバはeNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、
またはコアネットワーク要素を含む、第2の閾値を受信するように構成される、または第3
のユーザ機器によって送信された第2の閾値であって、第3のユーザ機器はクラスタヘッド
またはWi-Fiホットスポットデバイスを含む、第2の閾値を受信するように構成される、第
7の受信ユニット1504をさらに備えていてもよい。
【０２０９】
　必要に応じて、ユーザ機器は、第2の閾値を事前に記憶するように構成される、第3のス
トレージユニット1505をさらに備えていてもよい。
【０２１０】
　本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された
第2の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施するため
に受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバイダ、
通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０２１１】
　図16に示しているように、実施形態は、第1のユーザ機器1601と、第2のユーザ機器1602
とを備えるシステムをさらに提供しており、第1のユーザ機器1601は、第2のユーザ機器16
02によって送信された第4のメッセージを受信し、第4のメッセージの受信電力を取得し、
第4のメッセージの受信電力に従って第1のユーザ機器1601と第2のユーザ機器1602との間
で直接通信を許可するかどうかを決定するように構成される。第2のユーザ機器1602は、
第4のメッセージを第1のユーザ機器1601に送信するように構成される。
【０２１２】
　必要に応じて、システムは、第2の閾値を第1のユーザ機器1601に送信するように構成さ
れる、ネットワークサーバ1603であって、ネットワークサーバは、eNodeB、BTS、SGW、PG
W、RNC、またはコアネットワーク要素であり得る、ネットワークサーバ1603をさらに備え
る。
【０２１３】
　図17に示しているように、実施形態さらに別のユーザ機器を提供しており、さらに別の
ユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第1のメッセージを受信するように構成される、第
1の受信機1701と、
　第1のメッセージの受信電力を取得して、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報をさら
に取得して、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報および第1のメッセージの受信電力に
従って経路損失値を得るように構成され、経路損失値に従ってユーザ機器と第2のユーザ
機器との間で直接通信を許可するかどうかを決定するように構成される、第1のプロセッ
サ1702とを備える。
【０２１４】
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　前述のユーザ機器によれば、メッセージおよびメッセージの受信電力を送信するユーザ
機器の電力パラメータ情報を使用して経路損失値を得て、そして、経路損失値に従ってユ
ーザ機器間の直接通信を許可するかどうかを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通
信についての管理および制御を実施して、ユーザ機器が不十分な電力損失および不要なシ
グナリングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユー
ザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信
品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境
を最適化もしている。
【０２１５】
　必要に応じて、第1のプロセッサ1702がある様式の測定で第1のメッセージの受信電力を
得てもよいし、または別の装置が測定によってまたは別の様式で第1のメッセージの受信
電力を得て、そして第1のプロセッサ1702が第1のメッセージの受信電力を得てもよく、本
発明において限定されない。
【０２１６】
　必要に応じて、第1のプロセッサ1702は、経路損失値が第1の閾値未満の場合には、ユー
ザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、経路損失値が第1の閾値より大きい
場合には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止するように特に構成さ
れる。経路損失値が第1の閾値と等しい場合には、直接通信は、ユーザ機器と第2のユーザ
機器との間で許可してもよいし、またはユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁止して
もよく、それにより、ユーザ機器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセスを実行
することを防止している。
【０２１７】
　必要に応じて、第1のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、ユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2のユー
ザ機器がユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービスメッセージ
であってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするために使用さ
れ、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであってもよい。
【０２１８】
　第1のプロセッサ1702は、第1のメッセージが第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を
搬送する場合には、第1のメッセージで搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報
を取得するように特に構成され、また、第1の受信機1701は、第2のユーザ機器の電力パラ
メータ情報を搬送する第2のメッセージを受信するようにさらに構成され、第1のプロセッ
サ1702は、第2のメッセージで搬送される第2のユーザ機器の電力パラメータ情報を取得す
るように構成される。第2のメッセージは、第2のユーザ機器によって送信されてもよいし
、別のユーザ機器によって送信されてもよいし、またはネットワークサイドのサーバ、例
えば、eNodeB、BTS、SGW、PGW、またはRNCなどの基地局デバイスによって送信されてもよ
いし、もしくはユーザサイドのクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポットデバイスなど
のユーザ機器管理デバイスによって送信されてもよい。例えば、サーバeNodeBが、サーバ
eNodeBのサービス範囲内のユーザ機器によって信号を送信するための電力パラメータ情報
をブロードキャストし、すべてまたは一部のユーザ機器が電力パラメータ情報を使用して
信号を送信する必要があることを指定している。そして、第2のメッセージは、eNodeBが
ユーザ機器の電力パラメータ情報を指定するために送信するブロードキャストメッセージ
であってもよい。
【０２１９】
　必要に応じて、第2のユーザ機器の電力パラメータ情報は、特定の第2のユーザ機器の送
信電力値であってもよいし、または送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力クラスで
あってもよい。
【０２２０】
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報が第2のユーザ機器の送信電力値である場合には
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、第1のプロセッサ1702は、経路損失値を得るために第2のユーザ機器の送信電力値および
第1のメッセージの受信電力値に従って計算を実行するように特に構成される。
【０２２１】
　第2のユーザ機器の電力パラメータ情報が送信電力範囲または第2のユーザ機器の電力ク
ラスである場合には、第1のプロセッサ1702は、送信電力範囲または第2のユーザ機器の電
力クラスに従って第2のユーザ機器の最大送信電力値を決定して、経路損失値を得るため
に第2のユーザ機器の最大送信電力値および第1のメッセージの受信電力値に従って計算を
実行するように特に構成される。最大送信電力値を使用した計算により得られる経路損失
値は、理論的に最大経路損失値である。経路損失値が、受信電力と、中間値、最小値、ま
たは電力範囲内の任意の電力値とを使用した計算により得られてもよく、本発明において
限定されない。
【０２２２】
　経路損失値を計算する前述の様式は、単に例示にすぎず、経路損失値は、別の様式の計
算により、または受信電力および送信電力値、送信電力範囲、もしくは電力クラスに従う
別の式を使用して、得られてもよいことに留意されたい。加えて、経路損失値を、テーブ
ルを検索することによって、データベースに問い合わせることによって、または計算を必
要としない別の様式で、取得してもよい。例えば、複数の送信電力値または複数の電力ク
ラス、対応する受信電力、および対応する経路損失値をデータベースに記憶して、経路損
失値を対応する送信電力値、電力クラス、および受信電力を検索することによって取得し
てもよい。
【０２２３】
　実施形態における電力パラメータ情報を、あるメッセージのビット値を使用して搬送し
てもよいし、または時間リソース、周波数リソース、または符号分割リソースの様式で示
してもよい。電力パラメータ情報は、メッセージのバイトを占有する必要もなく、第1の
メッセージを送信するための時間リソース、周波数リソース、または符号語リソースによ
って指示され、より簡略であり、より実用的である。
【０２２４】
　必要に応じて、第1の受信機1701は、ネットワークサーバによって送信された第1の閾値
であって、ネットワークサーバは、eNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワー
ク要素を含む、第1の閾値を受信するようにさらに構成される、または第3のユーザ機器に
よって送信された第1の閾値であって、第3のユーザ機器は、クラスタヘッドまたはWi-Fi
ホットスポットデバイスを含む、第1の閾値を受信するようにさらに構成される。
【０２２５】
　図17に示しているように、ユーザ機器は、第1の閾値を事前に記憶するように構成され
る、第1のメモリ1703をさらに備えていてもよい。本明細書において事前に記憶されるこ
とは、閾値を配信時にユーザ機器に書き込む、またはユーザ機器の閾値を設定もしくは使
用に際し変更することを示している。
【０２２６】
　実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された第
1の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施するために
受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバイダ、通
信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０２２７】
　図18に示しているように、実施形態は、前述の実施形態における第2のユーザ機器の機
能を自走するように構成されるユーザ機器をさらに提供しており、ユーザ機器は、
　第1のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第1の送信機1801で
あって、第1のメッセージの受信電力およびユーザ機器の電力パラメータ情報に従って経
路損失値を得て、経路損失値に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直接通信を
許可するかどうかを決定するために、第1のメッセージはユーザ機器の電力パラメータ情
報を搬送する、第1の送信機1801と、
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　第1のメッセージを生成するように構成される、第2のプロセッサ1802とを備える。
【０２２８】
　本発明の実施形態は、上述した第1のユーザ機器と、第2のユーザ機器とを備える、シス
テムをさらに提供している。
【０２２９】
　図19に示しているように、本発明の実施形態さらにさらに別のユーザ機器を提供してお
り、さらに別のユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第3のメッセージを受信するように構成される、第
2の受信機1901であって、第3のメッセージは、第2のユーザ機器の電力クラスを搬送する
、第2の受信機1901と、
　ユーザ機器の電力クラスおよび第2のユーザ機器の電力クラスに従って、直接通信のル
ールであって、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定する、ルールを照合するよ
うに構成され、照合の結果に従ってユーザ機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許
可するかどうかを決定するように構成される、第3のプロセッサ1902とを備える。
【０２３０】
　前述のユーザ機器によれば、ユーザ機器の電力パラメータクラスと直接通信を確立する
ことについてのルールとを照合することによって、ユーザ機器間で直接通信を許可するか
どうかを決定する。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理および制御を実施
して、ユーザ機器が不十分な直接通信サービスおよび不要なシグナリングインタワーキン
グを実行することを防止し、ユーザ機器の電気損失を低減することを可能としている。加
えて、このことは、不十分な通信品質の直接通信サービスが別の通信サービスと干渉する
ことを防止し、ネットワーク環境を最適化もしている。
【０２３１】
　実施形態における「ルール」は、直接通信が実行され得る電力クラス条件を指定し、特
に、ある電力クラスのユーザ機器およびある電力クラスのユーザ機器が直接通信を実行し
得るかどうかを決定するための基準であり、テーブル、機能関連性などであってもよい。
【０２３２】
　必要に応じて、第2の受信機1901は、ネットワークサーバによって送信されたルールで
あって、ネットワークサーバはeNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク要
素を含む、ルールを受信するようにさらに構成される、または第3のユーザ機器によって
送信されたルールであって、第3のユーザ機器はクラスタヘッドまたはWi-Fiホットスポッ
トデバイスを含む、ルールを受信するようにさらに構成される。
【０２３３】
　必要に応じて、ユーザ機器は、ルールを事前に記憶するように構成される、第2のメモ
リ1903をさらに備えていてもよい。ユーザ機器は、事前に記憶されている直接通信のルー
ルに従って、第2のユーザ機器との直接通信を実行するかどうかを決定してもよい。
【０２３４】
　本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された
直接通信のルールは、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施す
るために受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバ
イダ、通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０２３５】
　必要に応じて、第3のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、ユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2のユー
ザ機器がユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービスメッセージ
であってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするために使用さ
れ、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであってもよい。第3の
メッセージのビット値を、電力クラスを示すために使用してもよく、例えば、00は高クラ
スを示し、01は中クラスを示し、10は低クラスを示す。加えて、電力クラスは、メッセー
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ジのバイトを占有する必要もなく、第3のメッセージを送信するための時間リソース、周
波数リソース、または符号語リソースによって指示されていてもよく、より簡略であり、
より実用的である。
【０２３６】
　図20に示しているように、実施形態は、前述の実施形態における第2のユーザ機器の機
能を自走するように構成されるユーザ機器をさらに提供しており、ユーザ機器は、
　第3のメッセージを第1のユーザ機器に送信するように構成される、第2の送信機2001で
あって、第1のユーザ機器の電力クラスおよびユーザ機器の電力クラスに従って直接通信
のルールを照合して、照合の結果に従って第1のユーザ機器とユーザ機器との間で直接通
信を許可するかどうかを決定するために、第3のメッセージは、ユーザ機器の電力クラス
を搬送する、第2の送信機2001と、
　第3のメッセージを生成するように構成される、第4のプロセッサ2002とを備える。
【０２３７】
　実施形態は、上述した第1のユーザ機器と、第2のユーザ機器とを備える、システムをさ
らに提供している。
【０２３８】
　図21に示しているように、実施形態さらに別のユーザ機器を提供しており、さらに別の
ユーザ機器は、
　第2のユーザ機器によって送信された第4のメッセージを受信するように構成される、第
3の受信機2101と、
　第4のメッセージの受信電力を取得して、第4のメッセージの受信電力に従って、ユーザ
機器と第2のユーザ機器との間で直接通信を許可するかどうかを決定するように構成され
る、第5のプロセッサ2102とを備える。
【０２３９】
　前述のユーザ機器によれば、メッセージの受信電力を使用して、ユーザ機器間で直接通
信を許可するかどうかが決定される。このことは、ユーザ機器の直接通信についての管理
および制御を実施して、ユーザ機器が不十分なメッセージ受信電力および不要なシグナリ
ングインタワーキングをともなう直接通信サービスを実行することを防止し、ユーザ機器
の電気損失を低減することを可能としている。加えて、このことは、不十分な通信品質の
直接通信サービスが別の通信サービスと干渉することを防止し、ネットワーク環境を最適
化もしている。
【０２４０】
　必要に応じて、第4のメッセージの受信電力が、ある様式の測定で得られてもよいし、
第5のプロセッサ2102によって測定されてもよいし、または別の装置またはデバイスによ
ってそくていされてもよく、本発明において限定されない。
【０２４１】
　必要に応じて、第5のプロセッサ2102は、受信電力が第2の閾値より大きい場合には、ユ
ーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を許可し、受信電力が第2の閾値未満の場合
には、ユーザ機器と第2のユーザ機器との間の直接通信を禁止するように構成されてもよ
い。受信電力が第2の閾値と等しい場合には、直接通信を、第1のユーザ機器と第2のユー
ザ機器との間で許可してもよいし、または第1のユーザ機器と第2のユーザ機器との間で禁
止してもよく、それにより、ユーザ機器が比較的高電力損失をともなう直接通信プロセス
を実行することを防止している。
【０２４２】
　必要に応じて、第4のメッセージは、ディスカバリメッセージ、ページングメッセージ
、ページング応答メッセージ、サービスメッセージ、またはテストメッセージであり得る
。サービスメッセージは、第1のユーザ機器との直接通信サービスを実行する際に、第2の
ユーザ機器が第1のユーザ機器に送信するデータサービスメッセージまたは音声サービス
メッセージであってもよい。テストメッセージは、メッセージの受信電力をテストするた
めに使用され、第2のユーザ機器によって任意の時間に送信されるメッセージであっても
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よい。
【０２４３】
　必要に応じて、第3の受信機2101は、ネットワークサーバによって送信された第2の閾値
であって、ネットワークサーバはeNodeB、BTS、SGW、PGW、RNC、またはコアネットワーク
要素を含む、第2の閾値を受信するように構成されてもよいし、または第3のユーザ機器に
よって送信された第2の閾値であって、第3のユーザ機器はクラスタヘッドまたはWi-Fiホ
ットスポットデバイスを含む、第2の閾値を受信するように構成されてもよい。
【０２４４】
　必要に応じて、ユーザ機器は、第2の閾値を事前に記憶するように構成される、第3のメ
モリ2103をさらに備えていてもよい。
【０２４５】
　本実施形態においては、ネットワークサーバまたは別のユーザ機器によって送信された
第2の閾値は、システム範囲内でユーザ機器間の直接通信についての制御を実施するため
に受信され、それは、直接通信ネットワークを制御するためのネットワークプロバイダ、
通信事業者、およびホームネットワーク所有者の要件を満たしている。
【０２４６】
　実施形態は、上述した第1のユーザ機器および第2のユーザ機器をさらに提供している。
【０２４７】
　本発明の実施形態における受信機、送信機、プロセッサなどは、独立したハードウェア
モジュールによって実装されてもよいし、1つの統合されたマイクロプロセッサであって
もよいし、またはマスターチップに統合された機能モジュールであってもよいことに留意
されたい。本発明の実施形態におけるメモリは、専用のメモリであってもよいし、1つの
大容量メモリの記憶スペースの一部であってもよいし、またはプロセッサに接続された外
部メモリ、例えば、セキュリティデジタル(Security Digital、SD)カードであってもよい
。デバイスのモジュールまたはエンティティを、実施形態の記載に従って実施形態のユー
ザ機器内に分散してもよいし、または適宜変更して実施形態とは異なり1つまたは複数の
デバイスに配置してもよい。前述の実施形態におけるモジュールまたはエンティティは、
1つのモジュールまたはエンティティに組み合わされてもよいし、または複数のサブモジ
ュールまたはエンティティに分割してもよい。
【０２４８】
　前述の実施形態においては、実施形態の各々の記載は、それぞれの焦点をあてるべきこ
とを有している。ある実施形態において詳細に記載されていない部分に関しては、他の実
施形態の関連記載を参照してもよい。ユーザ機器およびシステムの実施形態において詳細
に記載されていないコンテンツに関しては、方法の実施形態の記載を参照してもよい。
【０２４９】
　添付の図面は単なる例示的な実施形態の概略図にすぎず、添付の図面にあるモジュール
、エンティティまたはプロセスは必ずしも本発明を実施するにあたり必要とはならないこ
とを当業者は理解されよう。
【０２５０】
　実施形態の前述の記載に基づいて、必要な汎用ハードウェアプラットフォームとソフト
ウェアによって、またはハードウェアのみによって本発明を実装してもよいことを当業者
は明確に理解されよう。大抵の状況においては、前者が好ましい実施形態となる。そのよ
うな理解に基づいて、従来技術に本質的または部分的に貢献する本発明の技術的解決手法
をソフトウェア製品の形式で実施してもよい。コンピュータソフトウェア製品は、コンピ
ュータのフロッピー(登録商標)ディスク、ハードディスクまたは光学ディスクなどのコン
ピュータ可読記憶媒体に記憶されており、コンピュータデバイス(パーソナルコンピュー
タ、サーバ、またはネットワークデバイスであってもよい)に本発明の実施形態に記載の
方法を実行するように命令するためのいくつかの命令を含む。
【０２５１】
　前述の実施形態は、本発明を限定するのではなく、本発明の技術的解決手法を記載する
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の実施形態の技術的解決手法の範囲を逸脱しない限り、前述の実施形態に記載の技術的解
決手法に対する変更をさらに行ってもよいし、またはそのいくつかの技術的特徴に対する
均等置換を行ってもよいことを当業者は理解すべきである。
【符号の説明】
【０２５２】
　901　第1の受信ユニット
　902　第1の取得ユニット
　903　第2の取得ユニット
　904　第3の取得ユニット
　905　第1の決定ユニット
　906　第2の受信ユニット
　907　第1のストレージユニット
　1001　第1の送信ユニット
　1101　第1のユーザ機器
　1102　第2のユーザ機器
　1103　ネットワークサーバ
　1201　第4の受信ユニット
　1202　照合ユニット
　1203　第2の決定ユニット
　1204　第5の受信ユニット
　1205　第2のストレージユニット
　1301　第2の送信ユニット
　1401　第1のユーザ機器
　1402　第2のユーザ機器
　1403　ネットワークサーバ
　1501　第6の受信ユニット
　1502　第4の取得ユニット
　1503　第3の決定ユニット
　1504　第7の受信ユニット
　1505　第3のストレージユニット
　1601　第1のユーザ機器
　1602　第2のユーザ機器
　1603　ネットワークサーバ
　1701　第1の受信機
　1702　第1のプロセッサ
　1703　第1のメモリ
　1801　第1の送信機
　1802　第2のプロセッサ
　1901　第2の受信機
　1902　第3のプロセッサ
　1903　第2のメモリ
　2001　第2の送信機
　2002　第4のプロセッサ
　2101　第3の受信機
　2102　第5のプロセッサ
　2103　第3のメモリ
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